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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成24年６月29日に提出いたしました第192期（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　対処すべき課題

(株式会社の支配に関する基本方針について)

(2) 基本方針の実現に資する取組み

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(4) 翌連結会計年度の見通し

第５　経理の状況

２　財務諸表等

(2) 主な資産及び負債の内容

③ 流動負債

２ 短期借入金
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３【訂正箇所】

　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 
第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【対処すべき課題】

(株式会社の支配に関する基本方針について)

(2) 基本方針の実現に資する取組み

（訂正前）

＜前略＞

イ．企業価値向上のための取組み

　当社は、企業価値の向上に向けた取組みとして、平成24年３月期(2011年度)を初年度とし平成26年３月期(2013

年度)を最終年度とする、３ヵ年の中期経営計画『突破11-13』を策定している。本計画期間を「成長軌道へのテ

イクオフ」期間と位置づけ、成長への大胆なパラダイム転換とそれに耐えうる経営体力の充実に取り組み、当社

グループのありたい姿である「有機材料技術で未来を拓く、高付加価値創造企業」実現に向けて、本格的業容拡

大へのブレークスルーを目指す。

　当該中期経営計画においては、「強固な市場プレゼンスの確立」を最終目標とし、顧客満足度の向上、ブランド

力の強化を実現するため、①事業の成長加速、②収益力あるニッチNO.１、③経営力の高度化、を経営戦略に掲げ、

より一層の企業価値の向上に取り組み、中期経営計画の目標である平成26年３月期(2013年度)の連結売上高

45,200百万円、連結営業利益5,700百万円の達成に向けて邁進していく。

＜後略＞

 

（訂正後）

＜前略＞

イ．企業価値向上のための取組み

　当社は、企業価値の向上に向けた取組みとして、平成24年３月期(2011年度)を初年度とし平成26年３月期(2013

年度)を最終年度とする、３ヵ年の中期経営計画『突破11-13』を策定している。本計画期間を「成長軌道へのテ

イクオフ」期間と位置づけ、成長への大胆なパラダイム転換とそれに耐えうる経営体力の充実に取り組み、当社

グループのありたい姿である「有機材料技術で未来を拓く、高付加価値創造企業」実現に向けて、本格的業容拡

大へのブレークスルーを目指す。

　当該中期経営計画においては、「強固な市場プレゼンスの確立」を最終目標とし、顧客満足度の向上、ブランド

力の強化を実現するため、①事業の成長加速、②収益力あるニッチNO.１、③経営力の高度化、を経営戦略に掲げ、

より一層の企業価値の向上に取り組む。

＜後略＞
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７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(4) 翌連結会計年度の見通し

（訂正前）

　今後のわが国の経済は、一部に明るい兆しが見受けられるものの、厳しい事業環境が続くと考えられる。新中期経

営計画『突破 11-13』の２年目となる平成24年度は、本計画の基本戦略である「研磨材事業」、「繊維事業」、「化

学工業品事業」の重点３事業の更なる成長加速に取り組んでいく。

　以上に基づき、次期の業績予想については、売上高38,500百万円（前期比6.1％増収）、営業利益3,800百万円（前

期比8.6%増益)、経常利益3,500百万円（前期比9.7%増益）、当期純利益2,000百万円（前期比53.1%増益)を見込んで

いる。

　ただし、上記業績予想は当連結会計年度末現在において判断したものであり、実際の業績は今後様々な要因によっ

て予想数値と異なる場合がある。

 

（訂正後）

　今後のわが国の経済は、一部に明るい兆しが見受けられるものの、厳しい事業環境が続くと考えられる。新中期経

営計画『突破 11-13』の２年目となる平成24年度は、本計画の基本戦略である「研磨材事業」、「繊維事業」、「化

学工業品事業」の重点３事業の更なる成長加速に取り組んでいく。
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第５【経理の状況】

２【財務諸表等】

(2)【主な資産及び負債の内容】

③　流動負債

２　短期借入金

借入先別

（訂正前）

社名 金額(百万円)

㈱三菱東京UFJ銀行 1,171

㈱みずほ銀行 900

㈱百五銀行 900

㈱百十四銀行 700

その他 2,117

合計 5,788

 

（訂正後）

社名 金額(百万円)

㈱三菱東京UFJ銀行 1,171

㈱みずほ銀行 900

㈱百五銀行 900

㈱大分銀行 700

その他 2,117

合計 5,788
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